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◆基本方針  

「親がなくとも子は育つ。」いわゆる古き良き時代の日本で語られてきた言葉です。かつては子どもが

家庭だけでなく地域の大人に見守られ、叱られ、そして教わりながら伸び伸びと育つ環境が確かに存在

していました。一方で現代では、核家族化の進行や地域のつながりの希薄化によって子どもの成長を支

える大人との接点は減少しています。文部科学省の調査では保護者の 6割以上が子どもと向き合う時

間の減少を実感しているとされ、共働き家庭の増加や自治会加入率の低下等により家庭と地域の距離

は広がっています。このような現状を踏まえると、昔ながらの温かな関わりの良さを大切にしながらも、

現代の多様な価値観や家庭環境を尊重し、子どもと大人が学び合う新しい共育のかたちを地域全体で

共有し広げていく必要があります。地域で暮らす子どもとその保護者、そして子どもに関わる地域の大

人を主な対象とし、子どもだけでなく親自身も学び成長できる機会の創出を目指します。 

まず、子どもが家庭外で地域の大人と自然に関わることができる場を設け、多様な価値観や考え方に

触れる機会を創出します。大人が一方的に教えるのではなく子どもと同じ空間で活動し対話を重ねるこ

とで、地域との関係性を再認識するきっかけとします。これは特定の家庭環境を変えることを目的とする

ものではなく、子どもと地域が関わるきっかけをつくることに主眼を置きます。 

次に、親子が向き合い、共に体験し、対話する時間を重視した事業を展開します。学校教育において

教育課程や安全面、予算等の制約により実現が難しい体験や学びに焦点を当て、親子が同じ体験を共

有することで子どもへの関わり方や価値観を見つめ直す機会とします。子どもだけでなく、親自身の成

長や気づきに繋がることを目指します。 

時代とともに教育や子育てのかたちは変化していきますが、その本質である「人が人を育てる」という

価値は決して変わりません。一年を通して意識啓発や情報共有を行いながら家庭と地域の双方から子

どもの育ちを支える土台を強化し子どもの未来の可能性を最大限に広げることを目的として、子どもと大

人が共に学び、共に成長する共育のかたちを青年会議所として地域に積極的に「発信」してまいります。 

◆ 事業計画  

・子どもと地域全体がふれあえる事業(5月例会) 

・子と親がふれあいの中で、共に学びを得て成長できる事業(8月例会) 

・メンバー一丸となった会員拡大運動の実施 

 


